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急性胆管炎の診断の際、Dynamic CTの早期動脈相において胆管周囲の肝実質
が特徴的に濃染することは Transient hepatic attenuation（以下 THAD）と
表現されている。今回、悪性疾患における急性胆管炎の THADによる診断能
の検討を行った。                                                                                     
2006年～2011年までに当施設にて胆道ドレナージを行い、かつ胆道ドレナ
ージの 3日以前に CT動脈相撮影を施行した悪性疾患 123例を対象とし、
THADによる急性胆管炎の診断能及び THADと急性胆管炎の重症度との関連性
を検討した。                                                                                                                                                                                                                                                    
急性胆管炎は 45%にみられ、THADによる急性胆管炎の診断能の感度は 93%、
特異度は 39%であった。胆管炎群のうち、胆管周囲の肝実質がはっきりと濃
染され THADとして認めたものは 64%、わずかに濃染され THADとして認めた
ものは 29%であり、THADを認めなかったものは 7%であった。また、胆管炎に
おいて、THADの CT所見分類と急性胆管炎の重症度、及び THADの所見と急性
胆管炎の重症度には相関は認められなかった。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 
THADは急性胆管炎の診断に有効であると考えられた。        
 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部
大学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8 条] 
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